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第1図　観測点における各データロガーからの観測データ
の流れ．

1．はじめに

産業技術総合研究所（産総研）では，2006年度か
ら東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測
点整備を開始しました（小泉ほか, 2009：本特集号）．
この施設整備には，それぞれの観測点からの地下水，
地殻歪，地震，気象観測などのデータを通信し，さら
に通信したデータの表示・処理・解析および保管を
行うためのコンピュータシステムが不可欠です．
本稿では，新規地下水等総合観測点からのデータ
の通信システムおよび受信したデータの表示・解析シ
ステムについて概要を紹介します．

2．データ通信システム

新規観測点には地殻歪などの総合観測装置用，地

下水位・地下水温・気象観測装置用および地震計用
の3種類のデータロガーが設置されています．それぞ
れのデータのサンプリング頻度は1～1,000Hzで，3種
類のデータロガーからは，東京大学地震研究所で開
発されたWINフォーマット形式（http://eoc.eri.u-
tokyo.ac.jp/WIN/）のパケットで1秒に1回データが発
信されます．データ通信システムは，このパケット
（WINパケット）を受信し，つくば市の産総研に転送す
ることを目的に作成されました．
データ通信システムの概要を第1図を用いて説明

します．観測点通信サーバと各ロガーはLANで接続
され，さらに内部ネットワーク（IP-VPN閉域網）でつく
ばの産総研に常時接続されています．観測点通信サ
ーバでは，各データロガーから発信されたWinパケッ
トを受信し，即座につくばの産総研にWINパケットを
転送します．また，転送したデータを少なくとも3ヶ月
間保存します．

3．データ表示・解析システム

データ通信システムを用いてつくば・産総研に転送
した各種データは，「データ表示・解析システム」によ
ってデータ表示・処理・解析および保管されます．
データ表示・解析システムは内部システムと外部シ
ステムから構成されています．内部システムは10台あ
まりのLinuxサーバ群からなります．これらのサーバ
は閉域ネットワークに配置され，様々な解析を自動ま
たは手動で行っております．本システムは，東南海・
南海地震予測のための地下水等総合観測点12点だ
けでなく，東海地震予知のための地下水観測（松本,
2005）や活断層モニタリングシステム（佃, 1998）として
の合計50あまりの観測点からのデータも受信してい
ます．また，内部システムでは，取得したデータの一
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第3図　地下水・歪データ表示の表示選択画面（左）とデータ表示の例（右）．

第2図　Well Web（外部システム）のトップページ．

部を気象庁や防災科学技術研究所にリアルタイムで
送信しています．
外部システムは産総研のRIO-DB「地震に関連する
地下水観測データベース“Well Web”」として，一般の
方々に公開されています（以下では，外部システムを
Well Webと呼びます：http://www.gsj.jp/wellweb
からリンクされています）．第2図にトップページの表

示画面を示します．Well Webの機能は①最新データ
表示，②会合資料，③解説資料，④メンテナンス情
報，⑤地震前後における地下水変化事例データベー
スと⑥ユーザデータ解析で構成されています．ここで
は①最新データ表示について概要を紹介します．
最新データ表示システムの機能としては，地下水・
歪データ表示と地震データ・震源データ解析／表示
があります．第3図（左）は地下水・歪データ表示を選
んだ際のWeb表示画面です．表示パターンまたは地
図から表示させたい観測点を選択できます．観測点
を選択した後に表示される例が第3図（右）です．こ
の例では静岡県の榛原・草薙観測点の最新3ヶ月デ
ータが表示されています．図の上の「期間を選択」の
部分で同じ表示パターンでの期間を最新12日間また
は最新2年間表示に変更することができます．
地震データ・震源データ解析／表示では，産総研

の観測点で観測した地震波形と，気象庁一元化震源
のリストに基づく震源図のプロットを作成することがで
きます．第4図（左）はトップページで地震データ・震
源データ解析／表示を選択した際に表示されるWeb
ページです．ここで「連続波形表示」を選択すると，第
4図（中）で示す検索時間・観測点・成分・地震計の
設置深度などを選択する画面が表示されます．たと
えば，第4図（中）で検索時間を2009年5月22日15時
台，プレビューを1時間波形，成分をUD（＝上下成
分），観測点をtys（豊田下山観測点），深度を600mと
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選択し，表示ボタンを押すと，第4図（右）で示される
連続波形を表示できます．第4図（右）の画面でも希
望する表示時間と表示する成分，表示する地震計の
設置深度を選択し直すことが可能です．

5．おわりに

本稿では東南海・南海地震予測のための地下水等
総合観測点整備のために構築された観測データの通
信・表示・解析システムの概要を紹介しました．産総
研は，東南海・南海地震予測のための地下水等観測
点のデータに加えて，東海地震予知のための地下水
等観測データと近畿地域とその周辺の活断層モニタ
リング施設の観測データをhttp://www.gsj.jp/wellweb
のリンク先で公開しております．このサイトでは観測デ
ータだけでなく，観測に関する解説資料や地震防災
対策強化地域判定会委員打合会資料などの会合資
料，過去の地震に関連する地下水変化の報告書など
も掲載しております．ぜひご覧いただきますよう，よ
ろしくお願いします．
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第4図　地震データ・震源データ解析／表示画面の表示の例．（左）：地震データ・震源データ解析／表示の選択画面．
（中）：連続波形表示の選択画面．（右）：連続波形データの表示例．




